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福島国際研究教育機構に関する関係閣僚会議の開催について [令和4年12月27日 復興推進会議決定]

名称 福島国際研究教育機構に関する関係閣僚会議

設置根拠 復興推進会議決定

設置目的
福島国際研究教育機構（F-REI）が、福島をはじめ東北の復興を実現するための夢や希
望となるとともに、我が国の科学技術力・産業競争力の強化を牽引し、経済成長や国民生
活の向上に貢献する、世界に冠たる「創造的復興の中核拠点」となるよう、福島国際研究
教育機構の長期・安定的な運営に必要な施策の調整を進める。

設置年月日 令和4年12月27日

構成員

○議長
内閣官房長官
○副議長
復興大臣
○構成員
内閣府特命担当大臣（科学技術政策）、健康・医療戦略に関する事務を担当する国務大臣、
文部科学大臣、厚生労働大臣、農林水産大臣、経済産業大臣、環境大臣
（※議長は、必要があると認めるときは、関係者の出席を求めることができる。）

7







令和５年４月の福島国際研究教育機構（F-REI）の設立に先立ち、産学官の連携体制構築の機会とするため、「第１回 F-REI 産学官ネットワーク・セミ
ナー」を開催した。F-REI理事長予定者の山崎光悦氏による基調講演とともに、F-REIで取り組む予定の主な研究分野から一流の識者を招き、各分野の将来
展望等について、分野横断的に御議論いただいた。

第１回 F-REI 産学官ネットワーク・セミナー

○渡辺復興大臣 開会挨拶
・F-REIが核となって行う取組みを新しい日本を
創るリーディングプロジェクトと位置づけ、国の
総力を挙げて推進してまいる所存。
・F-REIは、産業構造や社会システムの転換に
つながるイノベーションを実現していくことが
期待されており、そのためには、産学官の連携
体制の構築が大変重要。

○ 山崎参与 基調講演
・F-REIで取り組む５つの研究分野の相互連携を
強くしながら、福島を変えていきたい。
・国内外の研究機関とも連携し、世界水準の
研究者を招く予定。最短期間で成果を出したい。

○日時：令和５年１月13日（金） 14:00～16:30
○会場：虎ノ門ヒルズ森タワー４階ホールＢ
○次第 １．開会挨拶 渡辺博道 復興大臣

２．来賓挨拶
①内堀 雅雄 福島県知事
②ピーター・タクソ・イェンセン デンマーク王国大使
③クレーメンス・フォン・ゲッツェ ドイツ連邦共和国大使（ビデオ）

３．関係省庁・団体紹介
①文部科学省、厚生労働省、農林水産省、経済産業省、環境省
②斎藤保 福島イノベーションコースト構想推進機構理事長

４．基調講演 山崎光悦 復興庁参与（F-REI 理事長予定者）

「F-REI を核としたイノベーションの創出」

５．ネットワーキング・セッション

６．閉会挨拶 竹谷とし子 復興副大臣
＜参加者＞ 民間企業、団体、大学、地元自治体等より、112社等278名

（うち、約80社等156名はオンライン参加）

○ネットワーキング・セッション
・複数の業種を分野横断的につないで、新しい
産業や事業を興していくという視点が大事。
・F-REIで様々な業種がつながれば、世界に
新しい価値を示すことができる。

②農林水産業分野 飯田 聡 氏
（（株）クボタ 特別技術顧問）

③エネルギー分野 佐藤 純一 氏
（東芝エネルギーシステムズ（株）
水素エネルギー技師長）

④放射線科学・医療等分野
山下 俊一 氏

（福島県立医科大学副学長）

⑤原子力災害に関する知見等の集積
・発信分野 高村 昇 氏

（東日本大震災・原子力災害伝承館館長）

⑥まちづくり 奥村 洋治 氏
（（株）フジタ代表取締役社長/
経済同友会防災・震災復興委員会副委員長）

⑦国際貢献 サンドラ・ウー 氏
（国際航業（株）代表取締役会長/
国連グローバルコンパクトボードメンバー）

＜モデレーター＞ 入山 章栄 氏
（早稲田大学ビジネススクール教授）

渡辺大臣 開会挨拶

内堀知事 来賓挨拶

ネットワーキング・セッション

デンマーク大使 来賓挨拶

大臣・参与・知事・大使等
による集合写真

①ロボット分野 村上 弘記 氏
（（株）IHI技術開発本部技監/
（一社）日本ロボット学会長）

竹谷副大臣 閉会挨拶

山崎参与 基調講演 会場の様子 10



令和５年４月の福島国際研究教育機構（F-REI）の設立を記念し、設立日に看板除幕式等の開所式を行うとと
もに、F-REIの知名度向上を図るため、ICRU国際会議がいわき市で開催されるタイミングをとらえ、F-REIの役割、機能、
今後の活動計画等を国内外に発信するためのF-REI設立記念シンポジウムを開催する。

F-REI開設記念イベント等（開催案）

○開催日：令和５年4月初旬

○会 場：F-REI仮事務所（浪江町ふれあい福祉センター）

〇実施内容：
１．除幕式（ふれあい福祉センター入口）
２．記念撮影
３．祝辞・訓示
４．F-REI理事長就任記者会見

※ 会場の都合上、限定した関係者のみでの実施を予定

F-REI 開所式
○開催日時：令和5年4月15日（土）13：00～16：30

○会 場：いわきワシントンホテル

○参加数：200名程度
（別途、WEB 同時配信）

〇プログラム案（調整中）
1. 来賓あいさつ等
2. 基調講演及び招待講演
3. 地元企業等による活動紹介
4. 地元生徒による発表

F-REI 設立記念シンポジウム

ICRU年次会合 4月16日～19日
ICRU国際シンポジウム 4月19日 （会場は上記と同じ）

※ ICRU：国際放射線単位測定委員会。ベクレルやシーベルトといった放射線・
放射能に関する量・単位の定義や計測等に関する国際的な勧告を実施して
いる国際組織（1925年設立）
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〇福島復興再生特別措置法 ＜抄＞

第109条 機構は、新産業創出等研究開発等施策の実施に関し
必要な協議を行うため、新産業創出等研究開発協議会（以下
この条及び次条第一項第七号において「協議会」という。）を組織
するものとする。

２ 協議会は、次に掲げる者をもって構成する。
一 機構
二 福島県知事
三 大学その他の研究機関
四 関係行政機関、福島の関係市町村長その他の機構が必要と
認める者

（中略）

５ 協議会において協議が調った事項については、協議会の構成員
はその協議の結果を尊重しなければならない。

〇福島国際研究教育機構基本構想（令和４年３月29日 復興
推進会議決定）＜抄＞

機構は、新産業創出等研究開発基本計画において、福島における
新たな産業の創出等に資する研究開発等において中核的な役割を
担うこととされ、当該研究開発等の実施に係る協議を行うため、協議
会を組織し、研究開発における役割分担の明確化や重複の排除等
により、福島全体で最適な研究開発体制を構築するなど、既存施設
等の取組に横串を刺す司令塔としての機能を最大限に発揮する。そ
の際、機構のリーダーシップの下で、既存施設や大学等の各機関が福
島において取り組む新たな産業の創出等に資する研究開発に関する
計画等を持ち寄り、協議会での議論を通じて、研究開発力を結集す
るための目標やビジョンの共有を図る。

協議会の構成員（案）

（法定メンバー）F-REI、福島県知事
（大学その他の研究機関）福島大、福島医大、会津大、福島高専、

AIST、NARO、QST、JAEA、NIES
（関係行政機関）復興庁、文部科学省、厚生労働省、農林水産省、
経済産業省、環境省、内閣府

（福島の関係市町村長）浜通り地域等の15市町村（いわき市、
相馬市、田村市、南相馬市、川俣町、広野町、楢葉町、 富岡町、
川内村、大熊町、双葉町、浪江町、葛尾村、新地町、飯舘村）の長

(その他）福島イノベーション・コースト構想推進機構

〇協議会の協議事項

 研究開発、産業化、人材育成に関する事項
 広域連携に関する事項
 制度や運用の改善に関する事項
 その他新産業創出等研究開発等施策に関し必要な事項

〇主なスケジュール

令和5年1月27日 設立準備会合
令和5年4月上旬 構成員委嘱準備(意向確認等）
令和5年5月上旬 第１回協議会 開催

F-REI協議会（新産業創出等研究開発協議会）について

※ それぞれ意向確認後に委嘱予定
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1. WG・SGの設置、WG座長の指名、構成員の委嘱等は、F-REI理事長が行い、協議会総会に報告する。
2. WGの構成員は、関係する協議会構成員のほか、関係する大学等研究機関、民間団体・企業などWG座長が必要と認める者の中から委嘱する。
3. WG・SGは必要に応じ、他のWG・SGと合同で開催することができる。
4. WGにおける決定事項は、協議会総会において承認された時点で、「協議会において協議が整った事項」となる。

F-REI協議会の総会及びワーキンググループ（たたき台）

主な任務 構成員（F-REI以外） その他

協議会総会
各WGでの議論・決定等を踏まえた、新産業創出

等研究開発施策の実施に関する司令塔機能の発
揮

構成員すべて
浜通り地域等15市町

村の持ち回り開催を
検討

研究
開発等

WG

ロボット分野SG（サブ
グループ）

研究開発における役割分担の明確化や重複の
排除等による最適な研究開発体制の構築（研
究開発力を結集するための目標やビジョンの
共有）

研究成果の実用化や新産業創出につなげるた
めの産学連携体制の構築

研究開発機能を活用した連携大学院制度やリ
サーチアシスタント制度等の人材育成の推進

規制緩和等制度の運用の改善に関する提案

その他F-REIの研究開発、産業化、人材育成の
機能発揮に必要な情報共有等

ロボット分野に関する研究機関等の
研究者・技術者 など

対面会議や開催形式
にこだわらず、web会
議やメール等を活用し、
効率的な情報共有や
調整を行う

農林水産業分野SG 農林水産業分野に関する研究機関
等の研究者・技術者 など

エネルギー分野SG エネルギー分野に関する研究機関等
の研究者・技術者 など

放射線科学・創薬医
療分野SG

放射線科学・創薬医療分野に関する
研究機関等の研究者・技術者 など

放射線の産業利用
分野SG

放射線の産業利用分野に関する研
究機関等の研究者・技術者 など

原子力災害に関する
データや知見の集
積・発信分野SG

原子力災害に関するデータや知見の
集積・発信分野に関する研究機関等
の研究者・技術者 など

広域連携WG
研究開発・産業化・人材育成の取組におけるF-

REIを核としたパートナーシップによる広域連携
体制の構築

復興庁、福島県、15市町村など
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〇実施対象：
福島県内の大学、高専、浜通り地域等の高等学校

（注）実施当日の会場確保・設営、機器等環境の整備、
当日の運営等については、各対象学校において対応
いただくものとする。（謝金、旅費等は一切不要）

福島の創造的復興と発展を中長期的に支える地域の未来を担う若者世代等を対象とした人材育成の取組の一環と
して、福島県内の大学、高等専門学校、高等学校の学生・生徒を対象に、最先端の科学技術の魅力と可能性等に関
し、F-REIトップ陣によるセミナーを行うもの。

令和5年度F-REI トップセミナー（開催案）

○開催時期：令和５年５月～令和６年３月
（対象機関との調整により順次実施）

○講 師：山崎光悦理事長予定者ほか
F-REIトップ陣（F-REIの役員や各研究分野
の分野長など：学校側からの指定は不可）

〇実施内容：
 それぞれの学校等における１授業時間枠内を想定
 実施校側で確保する施設を利用した対面開催を基本

（新型コロナウイルス感染症の動向等も考慮の上、オンライン等により実施の
可能性もあり）

 以下に関する講義を実施
（一部、学生・生徒との双方向のやり取りも含む）
➢最先端の科学技術の魅力と可能性
➢学ぶことの重要性と未来をどう築くか
➢F-REIの役割と将来像 等

トップセミナーの概要 実施対象

〇スケジュール

～３月 対象学校等との調整、実施予定校及び
日程の内定

４月～ 実施日程等の正式決定
５月～ 順次実施

実施スケジュール
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